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History



探究・連携・融合

新たな知への挑戦

境界領域に生み出す
新たな研究

化学研究所＝知の湧源

期待される物質創製

科学技術の基盤研究

環境 新物質

機能材料 ゲノム

バイオ 極限

ナノ材料 新基盤
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物質科学の新基盤構築と
次世代育成国際拠点

理学研究科化学専攻、工学研究科化学系6専攻および材料工学専攻との
3部局合同プロジェクト

光・電子理工学の教育研究拠点形成
工学研究科電子工学専攻、電気工学専攻、
情報学研究科通信情報システム専攻との
3部局合同プロジェクト

普遍性と創発性から紡ぐ次世代物理

北海道大学触媒化学研究センター、名古屋大学物質科学国際研究センター、
および九州大学先導物質化学研究所との共同研究プロジェクト

－フロンティア開拓のための自立的人材養成－

－先導的合成の新学術基盤構築と次世代中核研究者の育成－

統合物質創製化学推進事業

京都・先端ナノテク総合支援ネットワーク
京都大学、北陸先端科学技術大学院大学、奈良先端科学技術大学院大学
の連携プロジェクト
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化学研究所の全国共同利用・共同研究拠点としてのプロジェクト

化学関連分野の深化・連携を基軸とする
先端・学際研究拠点

大学連携研究設備ネットワークの構築

Research
Activities

理学研究科の物理学・宇宙物理学専攻の基幹講座に、基礎物理学研究
所、化学研究所、花山・飛騨天文台、低温物質科学研究センターなどの協
力講座が加わる合同プログラム



ゲノムと環境の統合解析による
生命システムの機能解読

ライフサイエンス知識の
階層化・統合化事業

バイオインフォマティクスと
システムズバイオロジーの
国際連携教育研究プログラム

「光医療産業バレー」拠点創出

物質新機能開発戦略としての
精密固体化学：機能複合相関
新物質の探索と新機能の探求

6

原研（拠点）、10協働機関及び京大医学研究科、阪大レーザーエネルギー
学研究センター、放射線医学総合研究所、光産業創成大学院大学、同志
社大学他（研究協力機関）との連携プロジェクト
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化学関連分野の深化・連携を基軸とする先端・学際研究拠点

Joint Usage/
Research Center
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Instruments for
Joint Usage/
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Education



SOLOSHONOK, 
Vadim Anatol'evich

～

SHING, 
Tony Kung Ming
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International
Communication
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Activities
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有機元素化学 構造有機化学

有機化学、無機化学の枠を超えた視点で

「新規物質」を創製し、その構造、機能、物性を解明する。

精密有機合成化学 精密無機合成化学
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異種材料のハイブリッド化・複合化ならびにナノサイズ化に

重点を置き、新規な機能を有する新世代材料の創製を目指す。

高分子材料設計化学 高分子制御合成

無機フォトニクス材料

－

ナノスピントロニクス
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生物現象を化学の切口で解明し、生体の認識、応答、

合成などの諸機能を、物質創製に活かす。

Institute for Chemical Research, Kyoto University

生体機能設計化学 生体触媒化学

生体分子情報 ケミカルバイオロジー
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生命の源である水と水圏環境および超臨界水や微生物・酵素

による環境調和物質を、分子から地球環境までの視点で、

化学の切口から総合的に研究する。

分子材料化学 水圏環境解析化学

分子環境解析化学 分子微生物科学
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理学と工学の融合的視点を開拓し、化学と物理学・生物学との

境界領域に基盤を確立する。他の研究系・センターと連携しつつ、

新世紀物質科学の萌芽的基礎研究を発展させる。

高分子物質科学 分子レオロジー

分子集合解析 超分子生物学
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各種ビームの融合による新奇ビームの開発、極限的な

時空間解析法の開発、機能性化学物質の多元的な応用解析、

共同研究体制の整備。

粒子ビーム科学 レーザー物質科学

複合ナノ解析化学 構造分子生物科学

－
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物質の特性・機能を決定づける特定元素の役割解明と、

有機無機新物質創製の指針の提案。

典型元素機能化学 無機先端機能化学

遷移金属錯体化学 光ナノ量子元素科学
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生命知識システム 生物情報ネットワーク

パスウェイ工学

水化学エネルギー（AGC）

バイオサイエンスの広範な知識と統合した情報基盤の整備と、

バイオインフォマティクス（バイオ情報学）の研究推進。
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Visiting
Professors



化学研究所の理念
化学研究所は、その設立理念「化学に関する特殊事項の学理及び応用の研究」を

掌る、を継承しつつ、自由と自主および調和を基礎に、化学に関する多様な根元

的課題の解決に挑戦し、京都大学の基幹組織の一つとして地球社会の調和ある共

存に貢献する。

1. 研究
化学を物質研究の広い領域として捉え、基礎的研究に重きを置くことにより物質

についての真理を究明するとともに、時代の要請にも柔軟かつ積極的に対応する

ことにより地球社会の課題解決に貢献する。これにより、世界的に卓越した化学

研究拠点の形成とその調和ある発展を目指す。

2. 教育
卓越した総合的化学研究拠点としての特長を活かした研究教育を実践することに

より、広い視野と高度の課題解決能力をもち、地球社会の調和ある共存に指導的

寄与をなしうる人材を育成する。

3. 社会との関係
化学を研究、教育する独自の立場から、日本および地域の社会との交流を深め、

広範な社会貢献に努める。また、世界の研究拠点・研究者との積極的な交流をと

おして地球社会の課題解決に貢献する。他方、自己点検と情報の整理・公開によ

り、社会に対する説明責任を果たす。
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Science for Science and Science for Society
科学のための科学と社会のための科学

Institute for Chemical Research, Kyoto University



http://www.kuicr.kyoto-u.ac.jp/index_J.html

京都大学化学研究所
〒611-0011　京都府宇治市五ヶ庄
Tel 0774-38-3344  Fax 0774-38-3014
E-mail koho@scl.kyoto-u.ac.jp

京阪宇治線「黄檗駅」下車、徒歩約10分（三条→黄檗　所要時間約35分）
JR奈良線「黄檗駅」下車、徒歩約7分（京都→黄檗　所要時間約20分）
車でのアクセス ： 京都南インターチェンジから約20分
　　　 宇治東インターチェンジから約10分
　　 宇治西インターチェンジから約10分


	表1
	00
	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23
	24
	25
	26
	27
	28
	29
	表4

